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特集 
❸
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

　
実
現
に
向
け
て
は
、
男
女
が
互
い
に
認
め
合
い
、
支
え

合
い
、
尊
重
し
合
う
、
調
和
の
と
れ
た
社
会
の
形
成
が
必

要
で
す
。
ま
た
、
性
別
に
よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

を
解
消
し
男
女
が
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
で
き
る
シ
ス
テ

ム
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

特集❸

平
成
24
年
度
　
男
女
共
同
参
画
標
語

「
あ
な
た
が
い
る
　
わ
た
し
が
い
る
　
未
来
が
あ
る
」

☎４２ー１８０９
本庁舎 2 階

　　　

市・政策調整課

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
・
・
・
・

　

男
女
が
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
そ

の
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、家
庭
、

学
校
、
職
場
、
地
域
な
ど
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
お
い
て
と
も
に
参
画
し
、
責
任

も
分
か
ち
合
う
こ
と
の
で
き
る
社
会
で
す
。

　

そ
し
て
、そ
の
実
現
に
は
、女
性
に
と
っ

て
も
男
性
に
と
っ
て
も
、
生
活
し
や
す
い

社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

「
男
女
平
等
参
画
る
も
い
プ
ラ
ン
」
策
定

　

平
成
11
年
６
月
、『
男
女
共
同
参
画
社

会
基
本
法
』
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、平
成
13
年
に
設
置
さ
れ
た「
男

女
共
同
参
画
を
考
え
る
市
民
懇
話
会
」
か

ら
提
言
を
い
た
だ
き
、
平
成
15
年
に
「
男

女
平
等
参
画
る
も
い
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し

ま
し
た
。

　

意
識
変
革
、
就
業
と
子
育
て
の
環
境
づ

く
り
、
健
康
と
福
祉
の
向
上
を
基
本
目
標

に
、
男
女
平
等
参
画
社
会
の
実
現
の
た
め

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

男女平等参画るもいプラン体系

❶家庭における男女平等観の育成
❷学校教育などにおける男女平等の推進
❸男女平等観にたった社会教育の推進

❶政策・方針決定への平等参画の促進
❷女性の能力開発、人材育成の促進
❸人材リストの整備
❹地域・社会における平等参画の促進
❺国際理解と交流の推進

❶人権尊重・男女平等の視点からの性に
　対する意識づくり
❷性の自己決定権を確立するための啓発
❸性の尊重の精神に基づいた相談、援助活動
❹メディアにおける女性の人権の尊重

❶多様な就業形態における就労条件の整備
❷職業能力の開発・向上

❶男女が共に担う子育てに対する支援
❷仕事と子育ての両立支援
❸地域における子育て環境の整備
❹子どものための生活環境の整備

❶母性保護と母子保健の充実
❷ライフステージに応じた健康
　づくりの推進

❶安定した老後生活の確保
❷福祉サービスの整備・充実
❸地域福祉活動の支援
❹ひとり親家庭などに対する支援

男女平等参画の
意識づくり

社会活動への
男女平等参画の促進

性の尊重など女性
の人権についての
意識の浸透

男女が共に意欲と
能力が発揮できる
労働環境づくり

子どもと子育てに
やさしい環境づくり

母性の尊重と
健康づくり

生活の安定と
福祉の向上

男女平等
参画への
意識変革

１

就業と
子育ての
環境づくり

２

健康と
福祉の
向上

３

基本目標 課　　題 施　　　　策

　
男
女
平
等
の
意
識
づ
く
り

　
市
で
は
、「
男
女
平
等
参
画
る
も
い
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
先
に
掲
げ
た
３
つ
の
基
本
目

標
を
課
題
、
施
策
と
具
体
化
し
、
計
画
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
男
女
が
互
い
に
性
別
役

割
分
担
意
識
や
異
性
に
対
す
る
偏
見
な
ど

を
改
め
、
と
も
に
平
等
で
あ
る
と
い
う
意
識

づ
く
り
が
重
要
で
す
。

　
就
業
と
子
育
て
の
環
境
づ
く
り

　

市
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
が
両
立
で
き

る
社
会
を
目
指
し
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
現

在
子
育
て
中
の
方
、
妊
娠
中
の
方
か
ら
の

不
安
や
心
配
事
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
乳
幼
児
や
保
護
者
に
対
す
る
遊

び
場
所
の
提
供
や
講
演
・
講
座
の
開
催
な

ど
、
子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

児
童
セ
ン
タ
ー
も
市
内
に
６
ケ
所
あ

り
、
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
し

た
親
子
ひ
ろ
ば
、
小
・
中
学
生
ま
で
を
対
象

に
し
た
わ
ん
ぱ
く
広
場
を
行
っ
て
い
ま
す
。

社
会
活
動
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

　

近
年
、
女
性
の
社
会
活
動
へ
の
参
加
気

運
が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
職
場
や
地
域
、

ま
た
、
国
際
交
流
の
場
な
ど
に
お
い
て
も
、

そ
の
活
動
分
野
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
参

画
は
近
年
進
み
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
ま
だ
女

性
の
参
画
が
十
分
と
は
い
え
な
い
状
況
に

あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
政
策
・
方
針
決
定
に
女
性
の
意

見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
審
議
会
な
ど
に
お

け
る
女
性
の
割
合
を
50
％
を
目
標
に
段
階

的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
平
成
14
年
調
査

で
は
23
・
９
％
、
平
成
24
年
調
査
で
は
27
・

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
女
性
団
体
も
活
発
に
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
今
後
も
女
性
が
、
地
域
活
動
や

社
会
的
意
思
決
定
の
場
で
男
性
と
と
も
に

重
要
な
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
女
性
の
参

画
や
登
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

男
女
共
同
参
画
の
現
状
と
課
題

　

女
性
の
就
労
に
つ
い
て
は
雇
用
状
況
が

き
び
し
く
、
希
望
の
職
種
に
つ
き
に
く
い

と
い
う
現
状
が
あ
り
ま
す
。

　

審
議
会
・
委
員
会
な
ど
、
実
際
の
と
こ

ろ
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
方
々
か

ら
市
政
へ
の
意
見
反
映
が
で
き
る
よ
う
、

募
集
方
法
や
周
知
方
法
を
工
夫
し
て
き
ま

し
た
が
、
結
果
的
に
は
自
ら
応
募
す
る
市

民
は
少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
さ
ら
に
市
政
へ
の
市
民
の
参

加
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
参
加
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　
「
男
女
平
等
参
画
る
も
い
プ
ラ
ン
」
の

計
画
期
間
は
、
平
成
24
年
度
ま
で
と
な
っ

て
お
り
、
今
後
、
市
民
検
討
会
議
や
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
な
が

ら
、
次
期
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
様
々
な
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
誰
も
が
主
体
的
に
参
画
で

き
る
よ
う
計
画
推
進
体
制
の
充
実
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

留萌市における女性の社会的意志決定への参画状況

審議会の設置数や構成人数には変動があります。

平成１４年 平成２４年

総数 女性の人数 女性の比率 総数 女性の人数 女性の比率

市議会議員 　２２人 　１人 　４.５％ 　１６人 　５人 ３１.３％

審議会委員 ２０９人 ５０人 ２３.９％ １４７人 ４０人 ２７.２％

町 内 会 長 １３３人 　０人 　　０％ １３８人 　８人 　５.８％


